
2022年（令和４年）８月号 6地域で活躍、食育クッキングかごしま市民のひろば

パイナップルつばさの 食育クッキング
～誰でも作れる簡単レシピを毎月紹介～

【保健政策課☎803-6861D803-7026】

そうめんがかわいいスイーツに大変身！

ミニトマトのそうめんプチケーキ
■材料（４個分） ■作り方

❶ そうめんを袋に記載の目安時間でゆ
　 で、流水で冷まし、水気を切る
❷ ❶を１～２㎝の長さに切る
❸ ミニトマト４個はへたを取り、１㎝
　 角に切る
❹ ボウルに❷と❸、Aを入れよく混ぜ
　 る
❺ フライパンにサラダ油を引いて弱火
　 で熱し、❹を丸く流し込み、ふたを
　 して両面を４～５分ずつ焼く
❻ 焼けた生地を皿に移して冷ます
❼ ❻にBや残りのミニトマトなどで飾
　 り付けをする

　（１個分の栄養成分：エネルギー392kcal、食塩相当量0.8g）
インスタグラムでも
レシピ公開中

生地はシリコン製の型
などを使うと、きれい
な形に焼けますよ

鹿児島住みます芸人
パイナップルつばさ さん

▲水耕栽培で生育

▲従業員や利用者の笑顔があふれる

●❹❹

●❺❺

●❷❷

ミニトマト
　吉野地域で栽培が盛んで
す。カロテンやビタミンCを
含み、血圧を調整する作用を
持つカリウムも豊富に含んで
います。

■農業×福祉 農福連携であふれる笑顔、広がる可能性
　障害があっても品質や量が十分な商品を作れることを周囲に
見せられ、利用者の半数以上が７、８年と長く働ける場にできた
ことが良かったです。特別なことはせず、時間をかけて取り組め
ば普通に仕事ができるようになり、本人や家族の喜びにもつな
がっています。農福連携がやっと広がってきたので、イベント参
加などを通じ、さらに幅を広げていきたいと思います。
■有機農業へのチャレンジと農業の担い手育成を目指して
　有機農業は難しいですが、商品の価値や単価が上がり、福祉
で取り組む意味もあると思うので進めていきたいです。農業の担
い手育成も大きな課題なので、地域と連携して取り組んでいきた
いと思います。

　㈱EN WATER FARMSの代表取締役を務める。自分で作って
自分で売る仕事をしたいとの考えから、農業を始めたのが10年前。
７年前からは就労継続支援Ｂ型事業所となり、現在は従業員６人
と利用者20人で主に小松菜の栽培や加工、販売を行っている。
　障害者の活動の認知向上などを目指す「鹿児島市ナイスハー
ト協議会」の会長も務め(現在は退任)、市役所本庁で出店・販
売を行う「ナイスハートカフェ」の立ち上げに携わる。
　妻、子ども３人、孫１人と暮らし、趣味のゴルフで汗を流す。 EN WATER FARMS

茶圓　武志 さん　(川田町)

人が生き生き！ マグマシティ お住まいの地域で活躍する
市民の皆さんを紹介します

そうめん ………………………１束
ミニトマト ……………………８個
卵 ………………………………１個
薄力粉 ………………大さじ２
砂糖 ……………………大さじ２
サラダ油 ………………………適量
ホイップクリーム ………適量
カラースプレー ………お好み

●A

●B

▲併設する店舗「小松菜屋」
　で商品を販売中


